
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向して配置された第１電極および第２電極と、
　前記第１電極と第２電極との間に挟持された有機ＥＬ（ Electro Luminescence）層とに
よって表示パネルを構成し、
　 赤の発光を行う発光材料を用いた第１表示パネル
、 青の発光を行う発光材料を用いた第２表示パネル
、および 緑の発光を行う発光材料を用いた第３表示
パネルを所定の順番で積層することにより表示パネル部を構成し、
　前記表示パネル部を積層させ、前記複数の表示パネル部により一つの画面表示を行う
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の有機ＥＬ表示装置において、
　前記所定の順番は、発光時に電気エネルギから光エネルギへの変換効率の低い発光材料
を用いた表示パネルを視点側から順に配置した
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　請求項１記載の有機ＥＬ表示装置において、
　前記各表示パネル部には、互いに異なった文字或いは画像を表示し、前記一つの画面表
示を行う
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　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　請求項１記載の有機ＥＬ表示装置において、
　前記各表示パネル部には、同じ文字或いは画像を互いに平面的にずらして表示し、前記
一つの画面表示を行う
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　請求項１記載の有機ＥＬ表示装置において、
　前記各表示パネル部に表示される文字或いは画像を、互いに平面的に相似した形状とし
、前記一つの画面表示を行う
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　請求項１記載の有機ＥＬ表示装置において、
　前記各表示パネル部に表示される文字或いは画像のうち重なる部分は、最も視点側に近
い表示パネル部の文字或いは画像のみを表示する
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　請求項１記載の有機ＥＬ表示装置において、
　前記各表示パネルは、各々独立した駆動回路によって駆動される
　ことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１に記載の有機ＥＬ表示装置を表示部として備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、腕時計或いは携帯電話等の携帯情報機器に用いて好適な有機ＥＬ表示
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
薄型のディスプレイ装置として、液晶パネル（ Liquid　 Crystal　 Display、以下、ＬＣＤ
と呼ぶ）が知られている。このＬＣＤは、低消費電力で駆動するというメリットを有する
一方、視野角が狭いという欠点がある。
【０００３】
このようなＬＣＤの欠点を改善したディスプレイとして、有機ＥＬ表示装置がある。この
有機ＥＬ表示装置については、現在、実用化への開発が進みつつあるが、そのもっとも大
きな特徴は、自発光型のディスプレイという点にある。このため、ＬＣＤのような視野角
依存性を持たず、特に腕時計や携帯電話のような携帯機器に好適な次世代ディスプレイと
して脚光を浴びている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述した有機ＥＬ表示装置は、ひとつの面に文字或いは画像を写し出している
ため、遠近感等の質感を持たせた表示を行うためには、画像データの補正等、技術的な手
工を講じる必要があった。
【０００５】
そこで、本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、遠近感、立体感、奥行き
感等の質感を持たせた表示を可能にした有機ＥＬ表示装置を提供することを目的としてい
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明による有機ＥＬ表示装置は、対向して配置された第
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１電極および第２電極と、前記第１電極と第２電極との間に挟持された有機ＥＬ（ Electr
o Luminescence）層とによって表示パネルを構成し、
　 赤の発光を行う発光材料を用いた第１表示パネル
、 青の発光を行う発光材料を用いた第２表示パネル
、および 緑の発光を行う発光材料を用いた第３表示
パネルを所定の順番で積層することにより表示パネル部を構成し、前記表示パネル部を積
層させ、前記複数の表示パネル部により一つの画面表示を行うことを特徴としている。
【００１７】
　上記構成において、

順番は、発光時に電気エネルギから光エネルギへの変換効率の低い発光
材料を用いた表示パネルを視点側から順に配置することが好ましい。
【００１８】
上記構成において、前記各表示パネル部には、互いに異なった文字或いは画像を表示し、
前記一つの画面表示を行うことが好ましい。
【００１９】
上記構成において、前記各表示パネル部には、同じ文字或いは画像を互いに平面的にずら
して表示し、前記一つの画面表示を行うことが好ましい。
【００２０】
上記構成において、前記各表示パネル部に表示される文字或いは画像を、互いに平面的に
相似した形状とし、前記一つの画面表示を行うことが好ましい。
【００２１】
上記構成において、前記各表示パネル部に表示される文字或いは画像のうち重なる部分は
、最も視点側に近い表示パネル部の文字或いは画像のみを表示することが好ましい。
【００２２】
上記構成において、前記各表示パネルは、各々独立した駆動回路によって駆動されること
が好ましい。
【００２３】
本発明による電子機器は、上記構成の有機ＥＬ表示装置を表示部として備えたことにある
。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
図１（ａ）は本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置を示す断面図であり、図１（ｂ）は有機
ＥＬ表示装置を模式化して示した断面図である。
【００２５】
Ａ．実施形態の構造
Ａ－１．有機ＥＬ表示装置の構造
有機ＥＬ表示装置１０は、積層された第１表示パネル２１、第２表示パネル３１および第
３表示パネル４１を具備して構成されている。有機ＥＬ表示装置１０の表裏面および表示
パネル２１と３１、表示パネル３１と４１との間には透明なガラス基板１１，１２，１３
，１４が設けられている。これらのガラス基板１１～１４は、有機ＥＬ表示装置１０の外
形をなすものであり、透明プラスティック等の他の透明材料を代用しても、フレキシブル
な材料を用いてもよく、樹脂プレートで代用してもよい。
【００２６】
第１表示パネル２１は、ガラス基板１１，１２間に、対向して配置されたカソード電極（
第１電極）２２およびアノード電極（第２電極）２３と、前記カソード電極２２とアノー
ド電極２３との間に挟持された有機ＥＬ（ Electro　 Luminescence）による発光層２４と
を備えている。この有機ＥＬ表示装置１０にあっては、発光層２４の発光材料が赤（Ｒ）
の発光を行う発光材料となっている。
また、カソード電極２２は一方向（図面表側から裏側方向）に延びる複数の電極パターン
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、アノード電極２３は他方向（図面左右方向）延びる複数の電極パターンとを備えている
。そして、カソード電極２２の電極パターンとアノード電極２３の電極パターンとが交差
する間に挟持された発光層２４の部分が画素構成部２５となり、第１表示パネル２１では
、この画素構成部２５がマトリックス状に配置される。
【００２７】
第２表示パネル３１は、ガラス基板１２，１３間に、対向して配置されたカソード電極３
２およびアノード電極３３と、前記カソード電極３２とアノード電極３３との間に挟持さ
れた有機ＥＬによる発光層３４とを備えている。この発光層２４の発光材料が青（Ｂ）の
発光を行う発光材料となっている。この第２表示パネル３１のカソード電極３２およびア
ノード電極３３においても、第１表示パネル２１のカソード電極２２とアノード電極２３
と同様に、電極３２，３３が交差した発光層３４の部分が画素構成部３５となっている。
【００２８】
第３表示パネル４１は、ガラス基板１３，１４間に、対向して配置されたカソード電極４
２およびアノード電極４３と、前記カソード電極４２とアノード電極４３との間に挟持さ
れた有機ＥＬによる発光層３４とを備えている。この発光層２４の発光材料が緑（Ｇ）の
発光を行う発光材料となっている。この第３表示パネル４１のカソード電極４２およびア
ノード電極４３においても、第１表示パネル２１のカソード電極２２とアノード電極２３
と同様に、電極４２，４３が交差した発光層４４の部分が画素構成部４５となっている。
【００２９】
有機ＥＬ表示装置１０においては、第１表示パネル２１の画素構成部２５，第２表示パネ
ル３１の画素構成部３５、および第３表示パネル４１の画素構成部４５の重なった部分が
画素１５となる。そして、有機ＥＬ表示装置１０では、画素１５がマトリックス状に配置
されることになる。例えば、各画素構成部の階調数が２５６の場合には、画素１５は１６
７０万色となる。
なお、画素構成部２５，３５，４５の有機ＥＬは、発光が開始される電圧値、或いはデュ
ーティ比が異なっており、有機ＥＬの材料によっても異なるが、本実施形態の場合には、
赤→青→緑の順に発光する。
このため、表示パネル２１，３１，４１は、視点側から見て、発光時に電気エネルギから
光エネルギへの変換効率の低い発光材料の順、即ち赤、青、緑の順に配置される。これに
より、表示装置１０は、消費電力を低く抑えて省エネルギを実現し、特に容量の少ない電
源を備えた携帯機器等には長時間の使用を可能にする。
【００３０】
一方、発光層２４，３４，４４は、正孔注入層にＥＬ層を積層した構造となる。
具体的には、 Baytron P（バイエル社商標ＶＰ  Ａ１  ４０８３）等の導電性高分子を成膜
することにより正孔注入層が形成され、この上に各色に対応したポリフルオレン系やポリ
パラフェニレンビニレン系などのπ共役を有する発光性高分子からなるＥＬ層を積層した
構造となる。
ＥＬ層は、３－ｎ－ヘキシルチオフェン等のアルキルチオフェン、フェニレンビニレン、
チエニレンビニレン、ピロール、アニリン、フルオレン等の導電性高分子材料及びその誘
導体に、クマリン系（緑～黄色）、ペリレン系（赤色）、オキサゾール系（緑～黄色）、
オキサジン系、ナフタレン系（青色）、キノロン系等の発光性高分子材料が添加されて各
色に対応している。
また、発光層２４，３４，４４は発光していない状態にあっては透明であり、ガラス基板
１１～１４も透明であるため、表示パネル２１，３１，４１は透明となり、ひいては有機
ＥＬ表示装置１０全体が透明になる。
なお、視点から見て奥に位置するガラス基板、例えばガラス基板１４は透明である必要は
なく、従って透明材料でなくてもよい。
【００３１】
Ａ－２．有機ＥＬ表示装置の駆動回路
次に、図２を参照しつつ本実施形態による有機ＥＬ表示装置１０の駆動回路について説明
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する。
駆動回路５１は、画像信号生成部５２、電源５３、第１表示パネル駆動回路６１、第２表
示パネル駆動回路７１および第３表示パネル駆動回路８１を具備している。
第１表示パネル駆動回路６１は、第１制御回路６２、第１表示パネル駆動用電源６３、カ
ソード側ドライバ回路６４およびアノード側ドライバ回路６５を備えている。
第２表示パネル駆動回路７１は、第２制御回路７２、第２表示パネル駆動用電源７３、カ
ソード側ドライバ回路７４およびアノード側ドライバ回路７５を備えている。
第３表示パネル駆動回路８１は、第３制御回路８２、第３表示パネル駆動用電源８３、カ
ソード側ドライバ回路８４およびアノード側ドライバ回路８５を備えている。
【００３２】
駆動回路６１，７１，８１の制御回路６２，７２，８２には、画像信号生成部５２から画
像信号が各々供給される。この画像信号生成部５２は外部のコントローラ（図示せず）か
ら供給される画像データに基づき、画素構成部２５，３５，４５に対応した画像信号を生
成するものである。画像信号生成部５２は、例えば画素構成部が６４×６４の場合には、
合計４０９６の画素構成部の階調を含めたＯＮ／ＯＦＦのシリアルデータを画像信号とし
て生成するものである。本実施形態の場合には、表示パネルを３層としているため画素構
成部が１２２８８となり、画像信号生成部５２は、これらの画素構成部に対応した画像信
号を生成することになる。
また、この画像信号生成部５２は、画像データの他にも、画像データの送信開始／送信停
止を制御回路６２，７２，８２に認識させるための同期信号も供給するものである。
電源５３は、制御回路６２，７２，８２および表示パネル駆動用電源６３，７３，８３に
駆動電力を供給するものである。
【００３３】
次に、第１表示パネル駆動回路６１の各回路の動作について説明する。
第１制御回路６２は、画像信号生成部５２から供給されるＲ色の画像信号に基づき、カソ
ード側ドライバ回路６４に供給するカソード駆動用信号、アノード側ドライバ回路６５に
供給するアノード駆動用信号をシリアルデータとして生成する。
また、第１制御回路６２は、供給される画像信号に階調信号を含む場合には、階調を変え
る信号をカソード側ドライバ回路６４およびアノード側ドライバ回路６５に供給する。例
えば、画像信号がデューティ比で階調を変更する場合には、デューティ比を調整した信号
を供給する。また、赤の有機ＥＬが発光を開始するのに必要な電圧値を第１表示パネル駆
動用電源６３から供給させるため、この電圧値を設定するための設定信号を第１表示パネ
ル駆動用電源６３に供給する。
【００３４】
第１表示パネル駆動用電源６３は、ドライバ回路６４，６５を介して第１表示パネル２１
に個別に設定された電圧値を供給するための電源である。この場合、第１制御回路６２か
ら供給される設定信号によって電圧値が設定される。
この第１表示パネル駆動用電源６３は、予め第１表示パネル２１の有機ＥＬに応じて電圧
値を設定しておいてもよい。また、第１表示パネル２１の劣化状態に応じて電圧値を変更
するようにしてもよく、この際タイマと組み合わせて電圧値を変更するようにすればよい
。
【００３５】
カソード側ドライバ回路６４およびアノード側ドライバ回路６５は、各画素構成部２５に
対応したＯＮ／ＯＦＦのシリアルデータからなる駆動信号を各ライン（電極パターン）毎
のパラレルデータに変換し、カソード電極２２およびアノード電極２３に電圧をパラレル
に供給し、各画素構成部２５に電位差を与える。
そして、各画素構成部２５は、カソード側ドライバ回路６４およびアノード側ドライバ回
路６５から供給された駆動信号の電位差（カソード－アノード間電圧）により決められた
明るさで赤色に発光する。また、階調を変更する場合には、デューティ比も含めて明るさ
が決められることになる。
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【００３６】
第２駆動回路７１、第３駆動回路８１においても、第１駆動回路６１と同様であるので、
その説明を省略するものとする。
【００３７】
Ａ－３．具体例
図３ないし図１０に、本実施形態による有機ＥＬ表示装置１０に表示される画面の具体例
を示す。
【００３８】
Ａ－３－１．具体例１：アナログ時計の画面表示
図３および図４は、有機ＥＬ表示装置１０に時計のアナログ表示１０１を表示した画面の
例を示したものであり、図３はその平面図、図４はその斜視図である。
この際、第１表示パネル２１に秒針１０２、第２表示パネル３１に分針１０３、第３表示
パネル４１に時針１０４が表示される。第１表示パネル２１は赤、第２表示パネル３１は
青、第３表示パネル４１は緑を発光するため、秒針１０２が赤、分針１０３が青、時針１
０４が緑の色でそれぞれ表示される。
秒針１０２を第１表示パネル２１に表示するためには、画像信号生成部５２から赤（Ｒ）
の画像信号が第１駆動回路６１に供給される。第１駆動回路６１は、前述した動作によっ
て、第１表示パネル２１の所定の画素構成部２５を発光させて秒針１０２を表示させる。
分針１０３および時針１０４においても、同様に表示される。ただし、この具体例では、
色が重なり合って所望の色と異なる色を発生してしまうため、画像信号生成部５２では、
指針が重なり合う部分を、第３表示パネル４１よりも第２表示パネル３１、第２表示パネ
ル３１よりも第１表示パネル２１が優先するような画像信号を生成する。即ち、第２表示
パネル３１で表示される分針１０３が、第１表示パネル２１で表示される秒針１０２と重
なる部分では、第２表示パネル３１を発色させないようにし、第３表示パネル４１で表示
される時針１０４が、第１表示パネル２１で表示される秒針１０２および第２表示パネル
３１で表示される分針１０３と重なる部分では、第３表示パネル４１を発色させないよう
にする。
これにより、色混じりのない指針表示を実現する。
【００３９】
Ａ－３－２．具体例２：ディジタル時計の画面表示
図５および図６は、有機ＥＬ表示装置１０に時計のディジタル表示２０１を表示した画面
の例を示したものである。
この際、第１表示パネル２１に大きな文字「２０：１５」、第２表示パネル３１に中間の
文字「２０：１５」、第３表示パネル４１に小さい文字「２０：１５」が表示され、各文
字が相似関係にある。文字に遠近感を持たせるために、各文字を同じ色とする。この際、
各表示パネルの有機ＥＬを同じ発色材料とすればよい。
また、この場合でも、文字が重なり合う部分においては、前述した如く、第３表示パネル
４１よりも第２表示パネル３１、第２表示パネル３１よりも第１表示パネル２１が優先す
るような画像信号を画像信号生成部５２で生成する。
これにより、遠近感を持たせた文字表示が可能となる。また、表示パネル毎に階調数を変
え、視点から奥にいくに従って階調数を大きくするようにしてもよい。
【００４０】
Ａ－３－３．具体例３：アナログ＋ディジタル時計の画面表示
図７および図８は、有機ＥＬ表示装置１０に時計のアナログ＋ディジタル表示３０１を表
示した画面の例を示したものである。
この際、第１表示パネル２１に文字「２０：１５」、第２表示パネル３１に秒針、第３表
示パネル４１に「ＡＬ」が表示される。第１表示パネル２１は赤、第２表示パネル３１は
青、第３表示パネル４１は緑を発光するため、文字「２０：１５」が赤、指針が青、文字
「ＡＬ」が緑の色でそれぞれ表示される。
この場合でも、重なり合う部分においては、前述した如く、第３表示パネル４１よりも第
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２表示パネル３１、第２表示パネル３１よりも第１表示パネル２１が優先するような画像
信号を画像信号生成部５２で生成する。
これにより、表示部毎に異なった画面を表示する。
【００４１】
Ａ－３－４．具体例４：風景を表す画面表示
図９および図１０は、有機ＥＬ表示装置１０に画面（風景）表示４０１の例を示したもの
である。
この際、第１表示パネルに犬の画面、第２表示パネルに木の画面、第３表示パネルに家の
画面が表示される。この際、本実施形態による有機ＥＬ表示装置１０では、第１表示パネ
ルが赤、第２表示パネルが青、第３表示パネルが緑を発光するため、犬が赤、木が青、家
が緑の色でそれぞれ表示されることになる。
そこで、図１１に示すような構成の有機ＥＬ表示装置１０´を用いることにより、各表示
パネル毎にカラー表示を行う。
この有機ＥＬ表示装置１０´は、第１表示パネル部１０Ａ、第２表示パネル部１０Ｂおよ
び第３表示パネル部１０Ｃを備え、表示パネル部１０Ａ、１０Ｂ、１０Ｃは、それぞれ表
示パネル２１，３１，４１を具備して構成されている。そして、９個の表示パネル２１，
３１，４１は、それぞれ駆動回路によって駆動されることになる。
これにより、第１表示パネル部１０Ａに犬の画面、第２表示パネル部１０Ｂに木の画面、
第３表示パネル部１０Ｃに家の画面がそれぞれ表示される。しかも、各表示パネルの階調
数を例えば２５６とした場合には、１６７０万色のカラーとなるため、各画面はカラー表
示を実現する。
なお、この場合でも、重なり合う部分においては、前述した如く、第３表示パネル部１０
Ｃよりも第２表示パネル部１０Ｂ、第２表示パネル部１０Ｂよりも第１表示パネル部１０
Ａが優先するような画像信号を画像信号生成部５２で生成する。
これにより、有機ＥＬ表示装置１０´では、立体感を持った一つの画面を表示することが
可能となる。
【００４２】
Ａ－４．実施形態の効果
具体例に示したように、表示パネル２１，３１，４１（表示パネル部１０Ａ，１０Ｂ，１
０Ｃ）毎に文字或いは画像を表示するようにしたから、遠近感、立体感、奥行き感等の質
感ある画面表示を可能とする。
【００４３】
また、表示パネルを各々独立した駆動回路によって駆動するようにしたため、１つの駆動
回路で発光条件の異なる有機ＥＬを発光させるのに比べ、メンテナンスも含めて輝度（解
像度）調整が容易になる。
【００４４】
さらに、本実施形態による有機ＥＬ表示装置１０１では、各表示パネルの画素構成部をカ
ソード電極とアノード電極とに挟まれた発光層の部分とし、この画素構成部を表示パネル
毎に発光させて合わせることによりカラー画面を表示することができる。
【００４５】
次に、本実施形態による有機ＥＬ表示装置１０の構造上における効果を示すために、図１
２に従来技術による有機ＥＬ表示装置の断面図を示す。
有機ＥＬ表示装置１００１は、ガラス基板１００２，１００３間に、カソード電極１００
４、発光層１００５、アノード電極１００６を挟持した構成となっている。また、カソー
ド電極１００４は一方向（図面表側から裏側方向）に延びる複数の電極パターン、アノー
ド電極１００６は他方向（図面左右方向）延びる複数の電極パターンを備えている。
例えば、カラー表示を行う場合には、発光層１００５の発光材料が３色（Ｒ（赤）、Ｇ（
緑）、Ｂ（青））が用いられる。有機ＥＬ表示装置１００１では、カソード電極１００４
とアノード電極１００６との間に挟持された三色の発光層１００５を合わせて１つの画素
として構成されている。
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このため、１つの画素を３色の発光層１００５で構成しなくてはならず、この発光層１０
０５を挟むカソード電極１０００４およびアノード電極１００６の電極パターンの幅がボ
トルネックとなり、画素数には限界があった。従って、従来の有機ＥＬ表示装置１００１
は、容易に解像度を高めることは困難であった。
【００４６】
これに対し、実施形態による有機ＥＬ表示装置１０１では、電極パターンの幅を従来の電
極パターンの幅と同じ幅にした場合には、９個の画素が形成可能となる。従って、本実施
形態による有機ＥＬ表示装置１０１においては、解像度を容易に高めることができ、より
鮮明な画面表示を可能とする。
【００４７】
Ｂ：変形例
以上、この発明の一実施形態について説明したが、上記実施形態はあくまでも例示であり
、上記実施形態に対しては、本発明の趣旨から逸脱しない範囲で様々な変形を加えること
ができる。変形例としては、例えば以下のようなものが考えられる。
＜変形例１＞
上記実施形態においては、Ｒ，Ｇ，Ｂによるカラー表示を実現する場合を例示したが、本
発明はこれに限らず、具体例２で述べたように、同色の有機ＥＬを用いた画面表示を行う
場合でも、質感ある表示を実現できる。
【００４８】
＜変形例２＞
実施形態による有機ＥＬ表示装置１０１を搭載する例としては、腕時計に限らず、携帯電
話機等の通信機器、ＭＰ３プレーヤ等の小型の音楽再生機器、ＰＤＡ等のモバイル端末、
或いはデジタルカメラ等の様々な携帯機器に搭載可能である。
【００４９】
＜変形例３＞
前記実施形態では、有機ＥＬ表示装置１０を３枚の表示パネルから構成し、有機ＥＬ表示
装置１０´を３枚の表示パネル部で、９枚の表示パネルから構成した場合を例示したが、
本発明はこれに限らず、２枚、或いは４枚以上の表示パネルを積層させたものであっても
よい。
【００５０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明による有機ＥＬ表示装置は、遠近感、立体感、奥行き感等の
質感を持たせた画面表示を可能にする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態による有機ＥＬ表示装置を示す側面図である。
【図２】　同実施形態による有機ＥＬ表示装置に用いられる駆動回路を示すブロック図で
ある。
【図３】　具体例１による画面表示の例を示す図である。
【図４】　具体例１による各表示パネル毎の表示を示す図である。
【図５】　具体例２による画面表示の例を示す図である。
【図６】　具体例２による各表示パネル毎の表示を示す図である。
【図７】　具体例３による画面表示の例を示す図である。
【図８】　具体例３による各表示パネル毎の表示を示す図である。
【図９】　具体例４による画面表示の例を示す図である。
【図１０】　具体例４による各表示パネル部毎の表示を示す図である。
【図１１】　具体例４に用いられる有機ＥＬ表示装置を示す側面図である。
【図１２】　従来技術による有機ＥＬ表示装置を示す側面図である。
【符号の説明】
１０、１０´…有機ＥＬ表示装置
１０Ａ…第１表示パネル部
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１０Ｂ…第２表示パネル部
１０Ｃ…第３表示パネル部
１１、１２、１３、１４…ガラス基板
１５…画素
２１…第１表示パネル
２２、３２、４２…カソード電極
２３、３３、４３…アノード電極
２４、３４、４４…発光層
２５、３５、４５…画素構成部
３１…第２表示パネル
４１…第３表示パネル
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(10) JP 4013493 B2 2007.11.28



【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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